
 

 

 

                                  

「四年生の時に『SDGｓについて』どんなことを学んだかな？」と総合の時間 

に子どもたちに問いかけてみました。すると… 

★世界には多くの絶滅危惧種がいて、多くの生き物が絶滅していることを 

学んだ。 

★絶滅危惧種を救うために、自分たちにできることがないのか考えてみた。・・・ 

の意見が出ました。「うんうん！しっかり学べているな～(^_-)」と思いました。 

 改めて「SDGｓってどんなことだった？」と子どもたちに尋ねてみました。そして下の文の

（  ）に入る言葉や数字を考えてもらいました。 

 

 

 

 

 

ターゲットの数は難しかったようですが、残りの（  ）部分は、ほとんどの子どもたちが

答えることができていました。そして「SDGｓってなんだろう？」の動画も視聴しました。  

子どもたちは動画の中で出題される SDGｓに関するクイズにすすんで参加していました。 

 

『さて五年生では主に何番の項目について深く学んでいくのでしょう？楽しみですね！』 

 

 

 

 

 

 

 

 

五年生の社会のもくじで考える

と、17の項目のどれにあてはまる

のかな～？ 

 

持続可能な開発目標（SDGｓ）は 2016 年から（15）年間ですべての

人々にとって、より良い世界をつくるため 

（17）の目標と（169）のターゲットからできています。 

10 人に１人も貧困で困っている

人がいるのか…。 

予想していたより多いな～ 

 


